
授業科目

【担当教員名】

荒井冨佐子

給食管理実習 II

対象学年 3 

開講時期 後期（集中）

単位数 1 

対象学科

必修・選択 i 

時間数

堡

必堡
45 

【概要】

給食管理実習 ll （学外実習）は給食管理に関する講義・学内実習その他関連教科で学んだことを基に、学校、事業所、福祉

施設等給食施設において給食全般の運営・管理がどのようになされているかについて施設の指導担当者より指導を受ける。 嶋

また、給食施設における管理栄養士・栄養士の役割について理解を深める。

【学習目標］

1.各給食施設において、給食の経営と管理、栄養・食事管理と栄養教育、食材料管理、作業管理、衛生・安全管理、施設・

設備管理等給食の運営及びその評価についての実際を学ぶ。

2.各給食施設において、給食業務の流れを理解し、その中で、管理栄養士・栄養士の役割について学ぶ。

回

数
授業計画又は学習の主題

1.実習期間

1 1月中の1週間（予定）

2.実習施設

・学校給食：小・中学校・学校給食センター

・事業所給食：会社、工場

•福祉施設：老人ホーム他

3.実習内容

・給食施設の概要

・給食業務の流れ

・給食の組織と栄養士業務

・栄養・食事管理と栄養教育

・食材料管理

・作業管理

・衛生・安全管理

・施設・設備管理

・評価

4.実習方法

. 2~3名のグループを編成し、．上記の施設において実習

SBO 

番号1学習方法・学習課題又は備考・担当教員

学習方法：各施設にて実習

学習課題：グループできめる

または指導担当者と

相談してきめる

担当教員：各施設の指導担当者

（管理栄養士）

【使用図書】-
教科書

く書名＞

学外実習テキスト

＜著者名＞ く発行所＞ く発行年・価格・その他＞

参考書
給食管理

五訂食品成分表

鈴木・太田・殿塚編著 第ー出版

科学技術庁資源調査会編 第ー出版

H 1 4. 2600円

H 1 4. 1000円

その他の資料

【評価方法】

各施設の指導担当者からの評価と報告書

【履修上の留意点】

学外実習は、施設の指導担当者（管理栄養士）が多忙な日常業務の中で実習生を

受け入れて下さるので、貴重な機会を最大限に活用して多くのことを学んでほしい。
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